
KeithBuchanan.TheSoutheastAsian

World,anIntroductoryEssay.London:
G.BellandSons,Ltd.,1967.176pp.

イギリスは伝統的に地理学,とくに地誌に強い｡

本書はこの伝統をふまえた東南アジアの地理学的概

説である｡東南アジアをいかなる側面から研究する

にせよ,地理にかんする常識をもっておくことは大

切である｡この意味で本書はとくに注目に値する｡

ブキャナン教授は1953年いらいニュージーランド

の VictoriaUniversityofWellingtonの地理学

教授である｡それまで数年にわたりナイジェリアの

UniversityofNatal,UniversityCollege,Iba-

danで教鞭を とるとともに アフリカの現地調査に

従事,ニュージーランドに移ってから東南アジアの

調査を行なったのであり,低開発国地理についての

現在指導的な研究者のひとりである｡

本書の章をおって内容をごく簡単に紹介する｡第

1章は東南アジアの特質であって,著者はこの地域

を Under･developedとい うよ りむしろ Pre-de-

Velopedとしてとらえたいという｡ 第2章は東南ア

ジア研究者がよく指摘する ｢統一におけ る多 様 性

(diversityinunity)｣を歴史的に把握する｡第3

葦は自然的基礎であって,地質地形構造･気候･生態

などを明らかにする｡第4章は食糧農業,第5章は

農民壁活をとりあげる｡転じて第6章では東南アジ

アとヨーロッパとの政治的経済的一体化をとりあげ,

プランテーション農業はここで取り扱われる｡第7

章は人口問題で,とくに人口の分布と増加率が問題

になる｡第8章は戦後の独立にともなう新興国の形

成全般が,ついで第 9章では各国別の国家形成が諭

ぜ られる｡最後の第10章は将来の展望であって,著

者のきわめて楽観的な兄とおしが結論となる｡

著者が本書に AnIntroductoryEssay とサブ

タイ トルをつけているように,いずれは Fisher教

授の東南アジア地誌のような大冊を書きあげるつも

りかも判らない｡ Fisher教授の大著はもちろん現

在の東南アジア地誌として最高のものであるが,そ

の大冊のゆえになかなか通読 Lがたい｡それにくら

ベると,本書はきわめて-ンディである｡その意味

で入門書として広 く推薦 したい｡ (本間 武)

MichaelMoerman.AgriculturalChange

and PeasantChoiceinaThaiVillage.

BerkeleyandLosAngeles:Universityof

CaliforniaPress,1968.227+viipp.

UniversityofCalifornia,LosAngelesの文

化人類学科に現在勤務する著者 Moerman博士が,

1959-61年, 北タイの Chiengrai県 BanPing に

定着調査をし,さらに1965年補足調査を行なったが,

その成果が本書である.

本書の題目がそ のまま示す ように, この Ban

Pingにおいて農業, とくに水田作農業がいかに変

革しつつあるか,また農民が変革にさいしいかなる

選択を行なったかを主題とする｡

本書の構成を紹介しよう｡第 1部背景として,罪

1章では Chiengham 郡とBanPingの概要とそ

こに住む Lue人の過去｡ 第2章ではその問題とし

ての農業と農民のありかたを把える｡第2部は農業

を第3章のプラウ農業と第4章の トラクター農業と

に分け,その技術と村落外部関係とを詳論する｡第

3部は資源としての土地と労働とをとりあげ,第5

章は土地の入手,第6章は労働移動とを,同じく技

術と村落外部関係の2点から分析する｡第7章は農

業方式の選択,第8章は農業方式の変革であり, こ

の両章に著者の重点が注がれている｡なお付録とし

て,モチ米についてのノー ト,量的データの入手過

程と比較が掲げられている｡

本書の特徴として,つぎの3点が指摘できる｡第

1はプラウ (スキ)耕の農業方式からトラクター緋

へのそれが,このようなタイの北端部で珪じている

事実である｡まったく画期的なことであるが,本書

においてはじめてこれが本格的に分析されたのであ

る｡きわめて原始的伝統的農業- トラクターが持ち

こまれた理由こそ,低開発国農業開発の立場からし

ても,重大な注意が払われなければならない｡第2

は,この農業方式変革をとりいれる農民の選択であ
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る｡農民の経済行動の分析は,またひじょうな注目

に値しよう｡第3は,そのさいの村落外部条件の作

用の仕方である｡こうした自給自足を主とする村落

経済にさえ外部条件がいかに強烈に作用するかほ,

こんどの開発政策に重要な示唆を与えるであろう｡

農業開発論の視点からの私の紹介は,文化人類学

者のそれとは異なるであろう｡文化人類学の立場か

らいって,本書はアジアの水稲栽培についての最も

詳斉田な記述のひとつであろうし, またLue人につ

いて欧文で書かれた最初の研究であろう｡さらにタ

イ研究としても,最近の最大の収穫だと思われる｡

私はこれだけの業績をしあげられたMoerman博

士に心から敬意を表するとともに,いまさらながら

東南アジア研究にかんするアメリカ側のいちじるし

い発展に驚かされるのである｡ (本間 武)

ErnestMortensenandErvinT.Bulland.

HandbookofTropicaland Sub-Tropical
Horticulture.Washington･.Departmentof

State,AgencyforInternationalDevelop-

ment,1964.260pp.

著者は AIDに関係する前はいずれも農業教育に

従事した人である｡ AIDその他から熱帯亜熱帯地

域に派遣されて豊富な経験をもつが,派遣地に東南

アジアは一国も含まれていない.

本書は AID関係や平和部隊として海外に出てゆ

く人のために書かれたもので,虚業専門家でなくて

も理解が出来るように平易に書かれている｡10章か

らなるが,主体は第2葦の果樹およびその他の木本

性作物と第3葦のそ菜に関する章である｡収録され

た果樹およびその他の木本性作物は71種で,そのな

かにはカカオ,コーヒー,ココヤシ,アブラヤシ,

ゴム,チャ,コショウ等の工芸作物が含まれている｡

そ菜は41種で,なかにゴマや リョクトウ,キャッサ

バ等が含まれているが,東南アジアの市場に多 くみ

られるヘチマや トウガン,レイシ,ササゲ,エンサ

イ,コエンドロ,各種のアブラナ科のそ菜類等はな

く,欧米人の好むどちらかといえば熱帯では高級そ

菜に属するものが多い｡書名が示すとおり便らんで

あるので各作物についての記述は極めて簡単であり,

読んでいて興味がわいてくるというものではない｡
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深 く学びたい場合は各作物のあとに挙げられている

文献によって適当な本を探すことが出来る｡農業指

導者として熱帯や亜熱帯の低開発国にいった場合は,

専門外のことでも本書に収録されている程度のこと

はいちおう理解 しておく必要があるだろう｡また熱

帯農学を初めて学ぶには,一般に,概論から入って

ゆくのであるが,この際沢山でてくるききなれない

熱帯作物の数々を一つ--つ いろいろの本を繰り広げ

て調べていては誠に不便であり,また各作物の記述

があまりにも詳しいと本論の概論がいっこう進行し

ないことをしばしば経験するものであるが,このよ

うな場合にも本書は役立つだろう｡ただ,東南アジ

アの農業に関係する者にとっては,もっと東南アジ

アに多い作物をとり入れてはしかったが,それは東

南アジアを知らない著者達の経歴からみて無理から

ぬことであろう｡ (佐藤 孝)

歴史 ･文化 ･考古学文献出版委員会編 『ア

ユタヤ時代古記録集成 第 1冊』Bangkok,

1967.iii+118pp.
qJら / /.I

F)un汀3Jn7T可のyIaJy/ほ∩即Jm晶 影義郎訂耶?nJu

Lm"L{-,{lzJLn仙 高 ,古t･7,..]Jrh,,17Jnt,LJTll..L73jI･lLJLl:.t:lJ
7J17F)61

同委員会編 『アユタヤ時代寺蝕 ･寺院奴隷

寄進文集成 第 1冊』 Bangkok, 1967.

iv+84pp.

恒 "JlT油 日7J川JIT..諭 B晶 ･,･,"JL>･,甲 1V

J17円 61

1767年に行なわれた,ビルマ軍のアユタヤ攻撃に

よって,アユタヤ時代の記録文書の大部分が散逸し

てしまったことは広く知られている｡信悪性の高い

タイ語史料の決定的不足は,アユタヤ史を志す歴史

学徒の前に立ちはだかる高い壁である｡こうした研

究上の障害は,これまでもっぱらヨーロッパ語およ

び漢文史料の利用によって克服されようとしてきた｡

しかし一方,タイ国自体においても,戦火を免れた

タイ語史料探索の努力が,まったくなおざりにされ

ていたわけではない｡すでに前世紀の末葉以来,ダ

ムロン親王ら歴史学者の手によって,細々ながら古
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記録発掘の努力がつづけられてきたのであ一1た｡ こ

こに紹介しようとする2冊の書物は,｢煙史 ･文化･

考古学文献出版委員会｣がこれまで断f吊勺に発表さ
れていたアユタヤ史料を総まとLVlにしようとする最

初の試みとして評価したい｡

『アユタヤ時代古記録集成 ･第1r帖 には,長机と

りまぜて34点の史料が収録されている｡ 二二に ｢古

記録｣と訳 したのはタイ語 C̀hotmaihet'である｡

この語の原義は ｢記録されたもの｣の意であ〔て,

かなり広い外延をもつ語である｡本書は目次も備わ

っておらず,編集上の不手際が目立つが,いちおう

内容別に,外 交 ･通 商,宗 教,行政,著 作 (kan

taengnangsu)の四つに分類され,モカLぞれにつ

いての史料が年代順に配列されている｡時代的には

1416年のパーリ語文書を最古層 とし,1756年のタイ

語銘文を最新層とする｡史料の外部形式についてみ

ると折本のものが8点,貴族および僧侶の昇叙をし

るした金銀牌 (lanthong･lanngoen)が6点,

寺院の門rjTJ=.,パゴダの基底部,神像の台座などから

収録 した銘文が9点,その他11点となっている｡

長文のものからあげると,まず 1ーァユタヤfFイし略

記本｣(1680)がある｡これは俗に LuangPrasoet

本と呼ばれるもので,すでに何度か上梓されている

された｡侍従職,警護職,宮内府など四つの役職の

｢心得書｣(tamra)は,アユタヤ時代の 中央行政

機構を知る上に重要な文献であろう｡また ｢ペ ット

興味深い｡ナライrT.治下のアユタヤ-,ルイ14｢H:uj

派遣 したフランス使節ラ･ルベ-ルにより締結され

た ｢遅仏協定｣タイ語テキス トと, 2通の関係書簡,

および1621年,テナセリムの地方役人がデンマーク

の商人に与えたものと考えられる交易許可証原文は,

当時の対外交渉史料として重要である｡各種の銘文

のうちとりわけ興味があるのは,本書の冒頭に収め

られたルーイ県ダンサイ郡在のパゴダから収録され

た銘文で,1560年の日付をもち,アユタヤ王国と,

チェンマイ王国との境界線画定の儀式執行に際し録

されたものである｡

本書に収録された史料は,いずれも原綴字に従一､

ているが,このことは,本書が単に歴史学者にとっ

lJi ,'1.i

て重要な史料であるにとどまらず,言三社史家にと

ても,スコータイ碑丈と三印法典 (1805)a),ノ用j'ミを
埋める資料として貴重なものとしている｡

2冊目の ｢アユタヤ時代寺領 ･寺院奴隷寄進丈某

成｣は,かつてタイ凋芸術局紀要 WarasanSinla-

Pakonに分載紹介されたものであるが,/沖う1まとま

-た形で出版され,利用が便利になったことを吉ご

たい｡文書の年代はユーカ トッサロット｣:_(1605-
1610)およこヾブラペットラーチャ一十(1688-1703)

i)治世と推定されているO告進レ)対象となった寺院
悠,いずれも南タイ,パタルン県所在の寺院であるO

これまでほとんどT-･がけられていなかった寺領,守

院双隷研究の一次史料としてきわめて重要な意義を

もつものと言え,よっ ｡ (石井 米雄)

メー ト･ラタナブ ラシッ ト F北 タイ)ノ言辞

典｡HBangkok,1965.xiv+378pp.

.,!7:...いいT',-IZJl信.二川:-:-,iW I7JnlIJ･tl･Ji!:.=7JZJIi:

茄｡?y

タイ語北郷方言 (N.T.)U)辞吉 ･入PE措二の数 は
今までにもかなり出版されているが,また1-1一つ本二tl'f二

が加えられたわけである｡全体は ｢導入｣,｢本文∴

｢中郡 タイ語 (C.T.)l裾吾の索引｣,｢植物名｣およ
こ＼｢C.T.U〕植物名索引 ｣よ卜日成～/i,見出し語の類

はだいたい4505であるが,その中には複合語,旬,

節なども含まれているから,実際には約3000語を(1-
丁る辞書と見て よかろう｡C.T.による索 引が加え

られているた,め,使明するのに非常に便利なものと

な-､ているOまた,英語の訳語は参考のために付せ

られた程度のもので,C.T.と同列には扱われてい

ないが,意 味の｣理解を確かなものとして くれる0.本

昔も, タイ人C/jT-･･:二なる他o)書物と同様,N･T･を

C.T.丈字 により表記 しているのであるが, その際,

N.T.の音素休系を忠実に表わすた)I)にどレ)ような

手段が用い られているかという点が問題となる｡

N.T.文字による表記は C.T.のそれと規則的に対

応するcijで,大して問題はないのであるが,l二だっ

たものを次にあげてみる｡

1) C.T.は5声調,N.T.は6声調を有す る｡

N.T.における開音節あるいは閉鎖音以外の子音を

末尾子音に行する音節における高平型,および閉鎖
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音を末尾子音に有する短い音節における高昇型,こ

の二つの声調類は C.T.文字そのままでは表わすこ

とができないたれ 本書では これら2着を ｢siag-

thdm｣と称し,それらを有する音節に下線をほど

こすことにより表わしている｡

2) N.T.における/n/は C.T.にはないが,

これは,/a/を <ty>で,/j/を <y>で表わし
分けており,問題とはならない｡

3) C.T.では /W/を伴う子音結合は /kw,
kllW/ しかないが N.T.ではその他の子音と /W/
との結合が存在する｡本書では子音結合を<Cw->

で表わし,結合せずに2音節になるものを<CVw->

で表わしている｡例 え ば,/些aam/と /?_早Wad/
などである｡

これらの点を理解 しておけば,本書の C.T.文字

による表記から音素表記に変えることは問題がない

であろう｡他の辞典の多 くにおいては,子音,母音

の相異に関する説明はなされているが,声調類につ

いての正確な説明を欠いている｡この点で本書は他

の害よりも詳細だと言えよう｡本書における N.T.

は,子音,母音および声調類の組織から見て,チェ

ンマイの方言,あるいはそれに最も近い方言と認め

られる｡ また集められた語柔の中には,現在では

C.T.の語柔に取って代わられて, かなりの年寄り

で田舎に住んでいる人でなければ覚えていないよう

な語葉が多 く含まれている｡ (桂 満希郎)

Sylvia∫.Lombard(compiled)andHer-

bertPurnell(edited). Yao-EnglishDic-

tionary.LinguisticsSeriesII,DataPaper

No.69,SoutheastAsiaProgram,Depart-

mentofAsianStudies,CornellUniversity,

Ithaca,1968.363十Ⅹivpp.

ヤオ語に限らず東南アジアの少数民族の言語に関

する資料というのは非常にとぼしいのであるが,近

年各国の研究者による調査が盛んになり,その結果

報告が出始めてきた｡本書もそれらの一つとして非

常に意義深いものと言えよう｡著者は主として北部

タイにおいて,1952年より1962年にわたってヤオ族

と接触を保ち,その時に収集した言語資料の-一部を

整理し,辞書としたのが本書である｡今までに行な
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われたヤオ語の研究報告は極めて少な く,辞書とし

ては,本書が F.M.Savina,"DictionaireFrafais-

Man,"BEFEO26:ト225,1926につぐ第2冊目で

ある｡Savinaが主として北ベ トナムにおけるKim-

diヤオ語を扱かっているのに対し,本書はタイ国北

部,ラオスに分布する LuMienヤオ語を対象とし

ており,見出し語だけで3234語,その他をも含めて

合計すると11,000語(句)を有する｡この種の言語に

関するパイオニア的報告としてはかなり大きなもの

になっている｡LuMienヤオ語と言うのは Savina

の Kim-diヤオ宗吾よりも, G.B.Downer,̀ P̀ho-

nologyoftheWordinHighlandYao,"BSOAS

24:53ト541,1961における Tai-panヤオ語 によ

り近いものである｡

本書における表記法は,宣教師E.∫.C.Coxによ

り考案され,1954年ごろから北部タイ国で用いられ

てきたローマ字表記であり,Savina,Downerの

仕事により知ることのできるベ トナム語のローマ字

表記に改良を加えたものとはかなり違っている｡純

粋な音素表記ではないが,非常に高度に言語の音素

体系を反映していることは,本書に付せられた音素

体系との対照表を見てもわかる｡ しかし,あまりに

もタイプライター使用上の便宜とか,その他の実用

的な便利さを重視したためか,例えば,/g/を<Ⅴ>

で表記するなど,通常の音素記号に対する概念から

かけ離れた表記が多いため,本書を自由に使いこな

すためには,この表記法にかなりよ(慣れる必要が

あるだろう｡声調は音節の直後に付せられた文字に

より表わされている｡この辞書の表記方法にもとづ

いて,音素体系を考えること,あるいはここに集め

られた資料を音素表記にもどして,それぞれの目的

に応じて使用することは出来るのであるが,ただ声

調類の変化に関する説明が少なすぎ,Supraseg-

mentalphonemesについての説明がないために,

この辞書のみから言語構造を完全に知ることができ

ないのは残念である｡例文は豊富であり,著者のヤ

オ語に関する深い知識と能力とを示している｡なお,

本書は本文の他に,AppendixA-E が加えられ

ており,それぞれ,数詞,親族語嚢,命名法,諺お

よび慣用句,類別詞に関して有用な説明が成されて

いる｡研究のため,また実用的目的のためにも,役

に立つ資料と言えよう｡ (桂 満希郎)
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